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運動会風船とばし（利神小学校） 南光小ふれあい運動会で力走する上津中の生徒（上津中学校）

　　

最
近
、「
ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
」
と
い
う
言
葉

を
目
に
し
ま
す
。「
狩
猟
社
会
」「
農
耕
社
会
」

「
工
業
社
会
」「
情
報
社
会
」
に
続
く
人
類
五

番
目
の
社
会
「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」
を
指
す

言
葉
で
す
。

　
「
近
い
将
来
、
子
ど
も
た
ち
の
65
％
は
、

現
在
存
在
し
な
い
職
業
に
就
く
」「
今
後
10

年
～
20
年
で
、
半
数
近
い
仕
事
が
自
動
化
さ

れ
る
」「
二
〇
四
五
年
、
人
工
知
能
（
AI
）

が
人
類
を
超
え
る
」
等
、
驚
く
情
報
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
進

歩
。
し
か
し
、
昨
今
の
様
々
な
事
件
や
事
故

の
報
道
を
見
る
に
つ
け
、
こ
う
し
た
AI
な
ど

の
シ
ス
テ
ム
が
間
違
っ
た
使
い
方
を
さ
れ
た

ら
と
想
像
す
る
と
、恐
ろ
し
く
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
大

人
は
、「
人
間
を
育
て
る
」
と
い
う
考
え
を

大
切
に
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
人
間
と

し
て
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
、
社
会
の
変
化

に
主
体
的
に
向
き
合
う
力
、
そ
し
て
機
械
主

導
で
な
く
、
人
と
し
て
他
者
と
直
接
関
わ
り

を
持
ち
、
協
働
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
力
、

そ
う
し
た
力
を
子
ど
も
た
ち
に
育
て
て
い
く

た
め
に
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

町内学校園の子ども人数（R1.10.1 現在）小学校６校　647 人　中学校４校　356 人

佐用町教育委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地１　　　    TEL. 82-2424　FAX.82-0120

運動会風船飛ばしと人文字（三河小学校） 体育祭三中ソーラン（三日月中学校）



教育さよう

令
和
元
年
度
教
育
委
員
会
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す

教
育
委
員
会
評
価
と
は
、「
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
」
第
26
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
教
育
委
員
会
が
、
毎
年
、

教
育
行
政
事
務
の
管
理
及
び
執
行

の
状
況
に
つ
い
て
点
検
及
び
評
価

を
行
い
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
報

告
書
を
作
成
し
議
会
に
提
出
す
る

と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

平
成
30
年
度
の
教
育
委
員
会
の
活

動
状
況
や
第
２
期
佐
用
町
教
育
振

興
基
本
計
画
の
施
策
等
の
外
部
評

価
を
含
め
た
評
価
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
し
た
。

☆
教
育
委
員
会
の
活
動
状

　  

況

　

毎
月
の
定
例
や
臨
時
教
育
委
員

会
の
会
議
の
開
催
（
13
回
）
な
ど
、

教
育
行
政
を
取
り
巻
く
課
題
等
へ

の
対
応
や
、
学
校
教
育
現
場
へ
の

訪
問
（
10
校
・
10
回
）
を
通
じ
て
、

そ
の
実
情
の
把
握
や
教
職
員
と
の

意
見
聴
取
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
委
員
の
見
識
を
発
揮
し
な
が
ら
、

教
育
委
員
会
活
動
の
更
な
る
充
実

に
努
め
ま
し
た
。

☆
第
２
期
佐
用
町
教
育
振

　 
興
基
本
計
画

　

教
育
委
員
会
は
、「
第
２
期
佐
用

町
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定

し
、
６
つ
の
重
点
目
標
と
、
そ
の

目
標
に
関
す
る
25
項
目
の
重
点
施

策
、
ま
た
、
そ
の
具
体
的
な
取
組

と
し
て
68
項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

☆
教
育
委
員
会
施
策
等
の

　 

点
検
・
評
価
の
結
果

　
「
評
価
基
準
」
進
捗
（
達
成
）
状

況
を
四
段
階
で
評
価
し
、
該
当
す

る
進
捗
（
達
成
）
段
階
に
応
じ
て

Ａ
～
Ｄ
ま
で
と
し
ま
し
た
。

進
捗
（
達
成
）
段
階

Ａ

目
標
を
上
回
っ
た

Ｂ

ほ
ぼ
目
標
ど
お
り
で
あ
っ
た

Ｃ

目
標
を
や
や
下
回
っ
た

Ｄ

目
標
を
大
き
く
下
回
っ
た

重
点
目
標

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

①
未
来
に
向
か
っ
て
「
夢
」
を

は
ぐ
く
む

17

②
「
生
き
る
力
」
を
培
う

14

③
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を

育
て
る

11

④
地
域
に
根
ざ
し
開
か
れ
た
学

校
・
園
を
つ
く
る

11

⑤
明
る
く
豊
か
で
活
力
に
満
ち

た
社
会
を
つ
く
る

13

⑥
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
学

校
・
園
を
つ
く
る

2

合
計
（
68
項
目
）

68

　

点
検･

評
価
し
た
25
項
目
の
重
点
施

策
す
べ
て
が
、
Ｂ
評
価
の
「
ほ
ぼ
目
標

ど
お
り
だ
っ
た
。」
で
、
前
年
度
と
同

様
の
達
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
施
策
68
事
業
に
つ
い
て
は
、

Ｂ
評
価
の
「
ほ
ぼ
目
標
ど
お
り
だ
っ

た
。」
が
68
事
業
（
１
０
０
％
）
で
、

目
標
ど
お
り
の
達
成
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
68
事
業
の
う
ち
１
事
業

は
、
前
年
度
Ｃ
評
価
だ
っ
た
も
の
で
す

が
、
内
容
的
に
は
前
年
度
を
大
き
く
上

回
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

Ｃ
評
価
の
「
目
標
を
や
や
下
回
っ

た
。」
と
す
る
事
業
は
、
前
年
度
の
1

事
業
か
ら
０
事
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
評
価
の
「
目
標
を
大
き
く
下
回
っ

た
。」
と
し
た
事
業
は
、
前
年
度
に
引

き
続
き
あ
り
ま
せ
ん
。

※　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
佐
用
町
公
式

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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教育さよう

町長あいさつ

　昨年６月後半から協議を再開した「規模適正
化利神小学校区懇談会」及び「規模適正化三河
小学校区・保育園委員会」において、令和２年
４月に利神小学校は佐用小学校へ、三河小学校
は南光小学校へ、三河保育園は南光保育園へ合
流することが決定されました。
　この意思決定を受け、佐用・利神小学校は６
月 18 日に、南光・三河小学校は６月４日にそれ
ぞれ規模適正化協議会を設置しました。
　協議会は、各校区の懇談会委員、自治会、地
域づくり協議会、ＰＴＡ、子ども会、学校等か
ら 10 人の委員を選出し、合計 20 人で構成され
ています。
　協議に当たっては、佐用小学校、南光小学校
の統合時に、佐用地域、南光地域それぞれで
実施した調整会議において決定した校名、校
章、校歌、制服以外の通学路・通学方法、ＰＴ
Ａ、閉校式典等、地域連携事業、学校間の調整
に関すること等を協議します。なお、協議会の
中に更に詳細な内容について検討する部会とし

て、通学方法やＰＴＡ事業及びＰＴＡ規約等を
検討する「ＰＴＡ部会」、地域連携事業を検討す
る「地域部会」、学校間の総務、交流事業を担当
する「学校部会」を設置し、現在、それぞれの
部会で具体の協議を進めています。
　協議会での最終決定は、年内を目途に進めて
いく予定です。

学校園規模適正化の進捗状況　ー令和２年４月の統合に向け協議会を設置ー

佐用ふるさとカルタ
全児童・生徒に配布

　佐用町の小・中学校では、全国学力・学習状
況調査に加え、佐用町標準学力調査を実施して
います。
　それらの結果を見ると、教科や内容によって
も異なりますが、概ね全国や兵庫県の平均正答
率とほぼ同等の結果でした。その中でも、国語
科の「言語についての知識・理解・技能」や、算
数・数学科および英語科の「基礎問題」などは、
全国や兵庫県と比べて高い正答率でした。これ
は、佐用町の小・中学校教員のきめ細やかな指
導と、それに応えて誠実に頑張る子どもたちの
姿が生み出した大きな成果であると言えるで
しょう。一方、「書くこと」の問題については年々
改善されてきてはいますが、正答率が低いもの
もありました。
　今後も、佐用町教育委員会では、佐用町教育
研究所を軸として各種研修講座を充実させ、教
員の授業力アップと子どもたちの学力向上に向
け取り組んでいきます。

佐用町の子どもの
学力の状況について

　町では、平成 29 年度より「佐用の歴史と文化
を磨く未来伝承プロジェクト」に取り組んでいま
す。
　その一環として、ふるさとの伝承や歴史を学び、
観光名所や伝統文化に親しんでもらうことを目的
に、「佐用ふるさとカルタ」を作製しました。こ
のカルタは、地域おこし協力隊の吉井佑紀さん（当
時）の発案で、町内の小学３年生から中学３年生
に夏休みの自由課題として呼びかけ、応募のあっ
た絵画の中から採用されました。読札の監修には
播磨学研究所研究員の埴岡真弓さんをはじめ、商
工会、町職員で構成する実行委員会が協力し、裏
面には解説文がついています。地域学習や家庭で
のコミュニケーションに活用してもらうよう、町
内小中学校の児童・生徒全員に配布します。
　なお、ご希望の方に
は１セット 700 円で販
売いたしますので、教
育委員会までお問い合
わせください。

小学校 保育園

前 後 前 後

H26.4

佐用
佐用

佐用
佐用

江川 江川

中安

南光

長谷

利神
徳久

平福

石井

H27.3 三土中学校閉校

H27.4

幕山

上月

幕山

上月上月 上月

久崎 久崎

H29.4
中安

南光
徳久

平成 23年度以降の統合の経緯
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ＡＬＴからこんにちは

アンジュム　ムハマド　ソヘイル

学校名 実 施 予 定 日

佐用中学校
82-2102

11 月 11 日㊊～ 17 日㊐ 
17 日㊐ PM 合唱コンクール

上月中学校 
86-0027

11 月 2 日㊏文化発表会 
11 月 6 日㊌～ 8 日㊎

上津中学校 
78-0018

10 月 23 日㊌ＰＴＡ教育講演会 
11 月 5 日㊋～ 8 日㊎

三日月中学校 
79-2013

10 月 28 日㊊～ 11 月 2 日㊏ 
11 月 2 日㊏文化祭

佐用小学校 
82-2824

11 月 26 日㊋～ 11 月 30 日㊏
30 日㊏家族参観日

利神小学校 
83-2100

11 月 25 日㊊～ 29 日㊎ 
28 日㊍参観日

上月小学校 
86-0029

11 月 11 日㊊～ 15 日㊎ 
12 日㊋ＰＴＡ教育講演会

南光小学校 
78-0038

11 月 11 日㊊～ 15 日㊎ 
15 日㊎ＰＴＡ教育講演会

三河小学校 
77-0004

11 月 11 日㊊～ 15 日㊎ 
15 日㊎参観日、30 日㊏餅つき

三日月小学校 
79-2021

11 月 11 日㊊～ 15 日㊎ 
14 日㊍ＰＴＡ教育講演会

令和元年度オープンスクール日程
お知らせ

募集します

佐用町立学校臨時的任用教員・非常勤講師
　佐用町教育委員会では、佐用町内の小・中学校の
教員等の欠員代替等として、臨時的任用教員及び非
常勤講師を随時募集しています。
募集職種
◦臨時的任用教員
欠員補充や産前産後休暇等の代替として勤務する常
勤の教諭及び養護教諭・栄養教諭

◦非常勤講師
定められた教科等の授業を行う非常勤の講師
募集対象・資格
◦希望する校種又は担当教科の教員免許状を所有す
る者（取得見込みの者を含む）

◦地方公務員法第１６条及び学校教育法第９条の欠
格事項に該当しない者

◦教職に必要な見識と熱意をもった健康な者
必要書類
◦履歴書（市販のものに必要事項を記入のうえ、３
カ月以内に撮影した写真を貼付）
登録申込方法
◦月曜日～金曜日(祝日を除く)の午前９時から午後５
時までに、町教育委員会 教育課へ持参または、郵送
して下さい。

 ※教員免許状取得見込みの方も登録できます。
任用方法
◦任用にあたっては、直接本人に連絡します。
◦応募されても、任用がない場合もありますのでご
了承ください。

　佐用町学校給食センターが、学校給食の普及と充実
を図るため、優れた成果をあげてきた施設として、兵
庫県学校給食表彰を受けました。

　　　　
〇適正な栄養管理や衛生管理
〇地元産のキヌヒカリや町の特産品であるもち大豆を　
　使用した献立など地産地消に重点をおいた取組
〇 27 品目に対応した食物アレルギー完全除去食・代替
　食の実施
〇食育推進に向けた給食だよりの発行、栄養教諭によ
　る各校への給食指導、保護者への啓発　　
〇地元で採れる食材を使用した「さよっ子」献立、味噌・
　塩こうじ・甘酒など発酵食品を取り入れた免疫力アッ
　プ献立などを伝統料理・郷土料理に導入
〇旬の食材を利用した季節感のある献立など魅力ある
　食事内容

　今後もこれらの取組を継続し、
学校給食に携わる多くの人たち
と連携して、安全・安心な学校
給食を実施していきます。

　佐用町の皆さん、はじめまして。
　私は、パキスタンのイスラマバード生まれです。
知人からは、サニーと呼ばれています。ドイツに７
年間留学して、国際市場活動の分野で経営の勉強を
しました。日本に来る前は、５年間台湾で仕事をし
ていました。１２年前に来日し、ＡＬＴや企業の英
語指導員をしていました。趣味は、バドミントンと
クリケット、ハイキング、キャンプ、ランニング、
旅行です。今までに４５か国を訪問しています。
　佐用に来て５か月あまりが過ぎました。素敵な人
たちと出会うことができ、心が弾んでいます。この
町では、みんなが家族のようだと感じています。こ
の人の輪に加わり、お手伝いすることができればと
願っています。また、小中学校を中心に教育に携わ
る方々と一緒に子どもたちの英語力を伸ばすため
に、頑張っていきたいと思っております。
　見かけられたら、気軽に声をかけ何でも聞いてく
ださい。よろしくお願いします。

　町内小中学校でオープンスクールを開催いたします。
　公開時間帯等の詳細については、各学校にお問い合わ
せください。

こんな取組が評価されました！

佐用町学校給食センターが
兵庫県学校給食表彰を受けました


